
　

男
性
も
女
性
も
す
べ
て
の
人
が
、

性
別
に
か
か
わ
り
な
く
個
人
と
し
て

尊
重
さ
れ
責
任
を
分
か
ち
合
い
、
そ

の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る

こ
と
が
で
き
る
社
会
が
「
男
女
共
同

参
画
社
会
」
で
す
。

　

平
成
11
年
に
施
行
さ
れ
た
男
女
共

同
参
画
基
本
法
で
は
、
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
を
21
世
紀
の
日
本
社

会
を
決
定
す
る
最
重
要
課
題
と
し
て

位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
は
、

「
男
だ
か
ら
こ
う
あ
る
べ
き
」、「
女
は

こ
う
す
べ
き
」
と
い
う
性
別
に
よ
る

固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
や
慣
行
に

と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
意

思
で
、
家
庭
、
地
域
、
職
場
、
学
校

な
ど
の
活
動
や
そ
の
意
思
決
定
に
参

加
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

毎
年
、
６
月
23
日
～
29
日
は
「
男

女
共
同
参
画
週
間
」
で
す
。
今
回
の

特
集
で
は
、
男
女
共
同
参
画
を
め
ぐ

る
社
会
の
状
況
や
本
市
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る

に
は
、
国
や
県
、
市
は
も
ち
ろ
ん
、

市
民
の
皆
さ
ん
や
事
業
者
の
方
々
な

ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
課
題
に
気

づ
き
、
共
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。
こ
の
機
会
に
「
男
女

共
同
参
画
社
会
」
に
つ
い
て
皆
さ
ん

も
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

3 広報 令和５年６月号



Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

社
会
経
済
情
勢
等
の
変
化

男
女
共
同
参
画
を
め
ぐ
る
社
会
の
状
況

　

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
人
口
減
少
社
会
に

突
入
し
た
現
代
に
お
い
て
、
社
会
経
済
や
地

域
づ
く
り
、
育
児
や
介
護
な
ど
の
家
庭
生
活

を
支
え
て
い
く
た
め
に
は
、
幅
広
く
多
様
な

人
々
が
活
躍
す
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

国
の
第
５
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
に

よ
る
と
、
近
年
、
若
い
女
性
の
大
都
市
圏
へ

の
転
入
超
過
が
増
大
し
て
お
り
、
地
方
で
も

周
辺
地
域
か
ら
都
市
部
へ
の
人
口
流
入
の
状

況
が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
方
出
身
の
若
い

女
性
が
大
都
市
圏
や
都
市
部
で
暮
ら
し
始
め

た
理
由
と
し
て
、
進
学
や
就
職
だ
け
で
は
な

く
「
地
元
を
離
れ
た
か
っ
た
か
ら
」
と
い
っ

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景

に
は
、
地
域
に
根
差
す
固
定
的
な
性
別
役
割

分
担
意
識
が
女
性
の
居
場
所
や
出
番
を
奪
っ

て
い
る
状
況
や
、
地
方
の
企
業
経
営
者
な
ど

の
理
解
不
足
に
よ
り
女
性
が
働
く
こ
と
に
や

り
が
い
を
感
じ
ら
れ
な
い
状
況
な
ど
が
あ
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

南
九
州
市
で
も
人
口
減
少
は
続
く
と
見
込

ま
れ
て
お
り
、
男
女
共
同
参
画
・
女
性
活
躍

の
推
進
は
、
優
秀
な
人
材
の
確
保
・
定
着
に

つ
な
が
り
、
地
域
経
済
の
持
続
的
な
発
展
に

と
っ
て
も
不
可
欠
で
す
。

　

ま
た
、
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
担
い

手
の
確
保
や
高
齢
化
が
課
題
と
な
り
、
地
域

の
抱
え
る
課
題
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
さ

　

今
や
す
っ
か
り
お
な
じ
み
の
言
葉
と
な
っ

た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
持
続
可
能
な
開
発
目
標
の
５

番
目
の
目
標
と
し
て
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を

実
現
し
よ
う
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

世
界
的
な
潮
流
と
し
て
、
す
べ
て
の
人
々

の
人
権
を
尊
重
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
す

べ
て
の
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
（
主
体

的
に
行
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
状
況
を
変
え

る
力
を
つ
け
る
こ
と
）
を
達
成
す
る
こ
と
を

目
指
し
た
取
り
組
み
が
各
国
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
」
で
は
、

日
本
の
順
位
は
調
査
対
象
１
４
６
カ
国
中

１
１
６
位
で
、
Ｇ
７
諸
国
の
中
で
は
最
下
位

と
な
っ
て
お
り
、
日

本
の
男
女
共
同
参
画

の
推
進
状
況
は
遅
れ

た
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
課
題
解
決
が
で
き
る

多
様
な
人
材
の
確
保
が
必
要
で
、
地
域
づ
く

り
の
担
い
手
が
、
性
別
や
年
齢
な
ど
で
多
様

で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
性
別
や
年
齢
な

ど
に
よ
り
役
割
が
固
定
化
さ
れ
な
い
こ
と

が
大
切
で
す
。

【用語解説】ジェンダーとは？
　「社会的・文化的に形成された性別」のことです。
生まれついての生物学的な性別がある一方、社会
通年や慣習の中で作り上げられた「男性像」、「女
性像」があり、このような男女の区別を「ジェンダー
(gender)」といいます。「社会的・文化的に形成さ
れた性別」は、それ自体に良い、悪いの価値を含
むものではなく、国際的にも使われています。

　スイスの非営利財団「世界経済フォーラム」が毎年発表している各国における男女間の
格差を図る指数で、「経済参画」「教育」「健康」「政治参画」の４つの分野のデータをもと
に算出されています。「１」が完全平等、「０」が不完全平等を示します。
　日本の数値は、調査対象国の平均値 0.681 以下でした。日本は、分野別にみると教育

（1.0）、健康（0.973）の分野では男女間の格差がほとんどありませんが、政治参画（0.061）
と経済参画（0.564）の分野では、男女間の賃金格差や女性管理職、女性政治家の少ない
ことなどが要因となって、男女間の格差が大きく、世界的に遅れをとっています。
出典：The Global Gender Gap Report 2022

ジェンダー・ギャップ指数ってなに？
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市
民
の
皆
さ
ん
に
身
近
な
テ
ー
マ
を
通
し

て
「
男
女
共
同
参
画
」
を
学
ん
で
い
た
だ
く

機
会
と
し
て
、「
自
分
育
て
の
出
前
講
座
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
、
11
回
の
出
前
講
座
を
実

施
し
、子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の
方
に
、

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の
学
び
を
深
め
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
域
や
グ
ル
ー
プ
、
学
校
に
、
ご
希
望
の

テ
ー
マ
に
合
わ
せ
た
講
師
を
無
料
で
派
遣
し

ま
す
。
テ
ー
マ
選
び
が
難
し
い
と
い
う
場
合

は
、
テ
ー
マ
選
び
か
ら
お
手
伝
い
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
〈
令
和
４
年
度
の
開
催
テ
ー
マ
〉

　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
基
礎
講
座
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
、
子
ど
も
の
人
権
、
違
い
を

認
め
合
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

第
２
次
南
九
州
市
男
女
共
同
参
画

　
　
　
　
　
基
本
計
画
と
年
次
評
価

　

南
九
州
市
で
は
、
平
成
19
年
12
月
に
「
南

九
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
」
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

市
、
住
民
、
事
業
者
の
責
務
を
明
確
に
し
、

そ
れ
ぞ
れ
が
家
庭
な
ど
で
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き
努
力
目

標
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
基
本
条
例

自
分
育
て
の
出
前
講
座

南
九
州
市
の
取
り
組
み

　

市
の
男
女
共
同
参
画
推
進
の
基
本
計
画
で

あ
る
「
第
２
次
南
九
州
市
男
女
共
同
参
画
基

本
計
画
」
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
令
和
11
年

度
ま
で
の
10
年
間
の
計
画
で
す
。

　

計
画
の
基
本
目
標
「
一
人
ひ
と
り
の
人
権

が
尊
重
さ
れ
、『
多
様
な
生
き
方
が
選
択
で

き
、
個
性
や
能
力
が
発
揮
で
き
る
社
会
づ
く

り
』
と
『
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
社
会
づ
く
り
』」
の
実
現
に
向
け
、

本
市
で
は
各
課
横
断
的
に
次
の
項
目
に
重
点

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

①
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
意
識
啓
発

の
た
め
の
教
育
・
学
習
の
推
進

②
す
べ
て
の
人
が
能
力
を
発
揮
で
き
る

働
く
環
境
の
整
備

③
政
策
や
方
針
決
定
の
過
程
へ
の
男
女

共
同
参
画
の
推
進

④
男
女
共
同
参
画
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
推
進

⑤
男
女
共
同
参
画
を
阻
害
す
る
あ
ら
ゆ

る
暴
力
の
根
絶

⑥
す
べ
て
の
人
の
生
涯
を
通
じ
た
健
康

支
援

⑦
す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

男
女
共
同
参
画
に
視
点
を
踏
ま
え
た

環
境
の
整
備

　

ま
た
、
毎
年
、
外
部
委
員
か
ら
な
る
南
九

州
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会
に
、
基
本
計
画

に
基
づ
い
た
取
り
組
み
が
実
施
で
き
て
い
る

か
審
議
・
評
価
し
て
い
た
だ
き
、
評
価
結
果

　家族それぞれの個性を大
切にし、性別による固定的
な役割分担を解消し
ましょう

　地域のあらゆる活動に、
みんなが平等に参画する

機会を確保しましょう

　男性も女性もみんなが
仕事と家庭の両立ができる環
境づくりに取り組みましょう

　性別にかかわりなく、一
人一人の個性や能力を伸ば
す教育に取り組みましょう

家庭で 地域で

職場で 学校で

申し込み

出前講座

〈
参
考
資
料
〉

・
第
５
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画

・
第
４
次
鹿
児
島
県
男
女
共
同
参
画

基
本
計
画

0993−83−2511

性別に関わらず、どなたでも相談できます。（秘密は固く守られます。）

匿名でのご相談もお受けします。まずはご相談ください。

受付時間：
平日9：00〜17：00

「家庭のことで悩んでいる」、「DV のことで」、
「人間関係がうまくいかない」、「子育てに疲れてしまった」、

「ジェンダー、性別のことで悩んでいる」

男女共同参画社会

を
今
後
の
取
り
組
み
に
活
か
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
も
、
家
族
経
営
協
定
や
高
齢
者
サ

ロ
ン
の
整
備
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
な
ど
幅

広
い
分
野
に
つ
い
て
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
評
価
結
果
と

あ
わ
せ
て
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

市
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

小学校での「違いを認め合うワークショップ」の様子

［
問
］ 

知 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
　

 

共
生
・
協
働
推
進
係
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